
R.7年3月度 安全衛生協議会
&

OSUMI NEWS
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■ 藤田代表取締役より一言
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■  3月度 安全目標

①挟まれ・巻き込まれ災害の防止
②激突され災害の防止
③火災予防対策の徹底

・3月の安全衛生行事

●年度末労働災害防止強調月間(3月1日～3月31日)
●春季全国火災予防運動(3月1日～3月7日)
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■ ヒヤリハット報告
・養老川の現場にて型枠組立作業をしていた時、足場上から

フォームタイが落下し、当たりそうになりヒヤリとした。

【改善・対策】

・作業に集中しており、いつの間にか上下作業になっていた為、声の掛け

 合いに気を付けて作業を再開した。

【コメント】

・止むを得ない上下作業の際は、事前にKYと十分な対策をお願いします。
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■ 安全環境部より
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■ 海事部より 【災害事例から学ぶ】
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・引船船尾甲板上で曳航作業準備していた船員の足に
曳航ロープが絡み、足を負傷した。
(右足開放骨折：休業見込み30日)

・曳航ロープに動きがある状況で、曳航ロープの
引っ掛かりを取り除こうとした。

・甲板上にとぐろ状に巻いて置いてあった曳航ロープ
の中に足を入れていた。

・動きのある曳航ロープに近づかない。
・曳航ロープはジグザグ状に置く。
・曳航ロープ繰り出し時は、引船ウィンチよりも
船首側に退避する。

【概要】※挟まれ・巻き込まれ災害

【原因】

【対策】



■工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・残土場内運搬で後進してきた4ｔダンプ車と作業員が
接触した。
(外傷性頚部症候群(むち打ち症)：不休)

・被災者は足場作業に向かって指示を出すことに集中
していた。

・運転手は人がいないと思い込み後方確認を怠った。
・バリケードが一部撤去されており、作業区画が不十分
だった。

・ が不在のままバック走行した。

・バック運転時は誘導員を配置し、誘導なしでのバック運転はしない。
・近接作業の場合はバリケード等で作業区画し、立入禁止の注意喚起を行う。

【概要】※激突され災害

【原因】

【対策】

誘導員



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項 ①
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■ 周知・依頼事項 ②
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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